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－ コミュニケーション･スキル訓練が自己評価に与える影響 － 
 
 
牧 野 幸 志 
 
  
A Development of the Communication Skills Training for Junior High School Students (4). 



















                                                          





の後，この CS 尺度に対応した CS 訓練プログラムを開発し，現役の中学生に CS 訓練を実施し，その
効果を検討した(牧野，2010b)。訓練プログラムは 1 日(6 時間)をかけて行われた。訓練の結果，いく
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 青年期のスキル訓練と自己評価に関する先行研究には考慮すべき問題がいくつかある。第 1 
に，現役の中学生を対象としたスキル訓練が極端に少ないということである。従来の研究では，
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参加者 訓練参加者は大阪府内の公立中学校に通う中学生 6 名(1 年生 4 名，2 年生 1 名，3
年生 1 名，男性 3 名，女性 3 名)。2009 年 8 月に摂南大学経営情報学部(現経営学部)で行われ
た「夏休み中学生セミナー」のプログラムの一環として参加した。 
訓練プログラムの構成 本研究の訓練プログラムは，「ゲーム感覚で学ぼう，コミュニケー






訓練プログラムの工程 「夏休み中学生セミナー」は 2 日間にわたって「コミュニケーショ
ン」をテーマにして行われた。本研究のプログラムは，初日に午前・午後に分けて各コミュニ
ケーション･スキル(以下，CS と表記)を高めるための訓練プログラム(ゲームなど)を行った(全
工程で約 6時間)。ファシリテーターとして大学生 7名が訓練に参加した。 
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事前調査 初日の訓練実施前に測定した。 フェイスシート 回答の仕方の例を示した後，
学校名，学年，組，性別，年齢，氏名を尋ねた。コミュニケーション・スキル尺度(CS 尺度) 牧
野(2009)で使用した CS 尺度(20 項目，5因子構造)への回答を求めた。回答は，「まったくあて
はまらない」～「よくあてはまる」の 4 段階評定で得点が高いほどコミュニケーション・スキ
ルが高いことを示す。 精神的健康状態 中川・大坊(1985)による GHQ 精神健康調査票の GHQ28
項目版 4因子の各因子から 4項目を選出した 16 項目，「まったくあてはまらない」～「よくあ
てはまる」の 4 段階評定，得点が高いほど精神的健康度が低いことを示す。 現在の気分 牧
野(1999)を参考にして肯定的気分，否定的気分に関する 6 項目への回答を求めた。回答は「ま
ったくあてはまらない」～「よくあてはまる」の 5 段階評定で得点が高いほど該当気分が高い







事後調査 初日の訓練終了直後に測定した。 フェイスシート 事前調査と同様，学校名，
学年，組，性別，年齢，氏名を尋ねた。コミュニケーション・スキル尺度(CS 尺度) 事前調査
と同様 ソーシャル･サポート(SS)尺度 全般的 SS の利用可能性を測定する 15 項目(和田
(1998)を参考にした)，「まったくあてはまらない」～「よくあてはまる」の 4 段階評定，15
項目の平均値を SS 得点とし，得点が高いほど SS が高いことを示す。 現在の気分 事前調査
と同様 自己評価(特性的自己効力感・自尊感情) 事前調査と同様 本研究では，訓練参加者
の精神的健康状態，ソーシャル・サポート，参加者の気分と自己評価の事前事後の変化のみを
Table 1 コミュニケーション・スキル訓練プログラムの構成 















Perfect the 2 コ 1 自己表現・状況判断 
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Table 2 訓練参加者の精神的健康状態 
参加者 
GHQ 
A(男子) B(女子) C(女子) D(女子) E(男子) F(男子) 
身体的症状 3.75 2.50 3.00 1.00 1.25 1.00 
不安と不眠 2.25 1.00 1.25 1.25 1.75 1.00 
社会的活動障害 2.50 2.25 2.75 2.00 1.00 3.25 
うつ傾向 2.25 1.50 1.50 1.00 1.00 1.00 
評定値は，1～4点の得点を取りうる。値が高いほど精神的健康状態が悪いことを示す。 
Table 3 訓練参加者のソーシャル・サポート状況 
参加者 
SS 
A(男子) B(女子) C(女子) D(女子) E(男子) F(男子) 
ソーシャル・ 
サポート得点 
3.40 3.60 3.80 3.80 4.00 3.90 
評定値は，1～4点の得点を取りうる。値が高いほど SS を受けていることを示す。 
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3.2．小集団へのコミュニケーション・スキル訓練の影響 
6 人の参加者の気分得点(平均値)，自己評価得点（平均値）に対して，訓練の前後で対応の
ある t 検定を行った。参加者の気分 参加者の 2 つの気分得点(平均値)について対応のある t
検定を行った(Table 4 参照)。その結果，肯定的気分は，事前と事後で差がみられなかった(t 
(5)=－1.37, n.s.)。次に否定的気分は，平均値の差に有意差がみられた(t (5)=3.84, p <.05)。
参加者の否定的気分は，訓練後に下降していた。自己評価 自己評価に関する 2つの得点(平均
値)について対応のある t検定を行った(Table 5 参照)。その結果，自己効力感は，事前と事後
で差がみられなかった(t (5)=－0.67, n.s.)。自尊感情は，事前と事後で差がみられなかった









訓練前  訓練後 
肯定的気分 
3.72  4.44 
(0.65)  (1.05) 
否定的気分 
2.33 ＞* 1.11 
(0.84)  (0.27) 
評定値は，1～5点の得点を取りうる。( )内は標準偏差 
N =6   * p <.05 





訓練前  訓練後 
自己効力感 
3.43  3.50 
(0.78)  (0.65) 
自尊感情 
3.73  3.90 
(0.67)  (0.62) 
評定値は，1～5点の得点を取りうる。( )内は標準偏差 
N =6 
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3.3．個々人へのコミュニケーション・スキル訓練の影響 
 参加者の気分 6 人の訓練参加者の気分に訓練の前後でどのような変化が起こったかを検討
した。Table 6 に参加者の気分得点の変化を示した。肯定的気分得点については，Bさん(女子)，












Table 6 訓練前後の参加者の気分の個人内変化 
参加者 
気分得点 
A(男子) B(女子) C(女子) D(女子) E(男子) F(男子) 
前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 
肯定的気分 4.33 4.67 3.33 5.00 3.33 5.00 4.67 4.67 3.00 5.00 3.67 2.33 
否定的気分 2.00 1.00 2.00 1.00 2.67 1.00 3.00 1.67 1.00 1.00 3.33 1.00 
評定値は，1～5点の得点を取りうる。 得点が高いほど該当気分が高いことを示す。 
Table 7 訓練前後の参加者の自己評価の個人内変化 
参加者 
指標 
A(男子) B(女子) C(女子) D(女子) E(男子) F(男子) 
前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 
自己効力感 2.78 3.00 3.44 3.89 3.78 3.67 3.67 3.78 4.56 4.22 2.33 2.44 
自尊感情 3.20 3.80 3.60 4.20 3.20 3.60 3.60 3.40 5.00 5.00 3.80 3.40 
評定値は，1～5点の得点を取りうる。 得点が高いほど該当指標が高いことを示す。 
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化がみられなかった。参加者 3 人の肯定的気分は上昇していたが，他の 2 名には変化がみられ
ず，残り 1 名は低下していた。そのため，平均値に差は見られなかったのであろう。また，訓
練の前後で自己効力感と自尊感情に変化はみられなかった。おそらく特性的自己効力感や自尊
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